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平成２９年２月２３日 

平成２９年度 自動走行実証推進事業への応募申請書 

市町村名 瀬戸市 

連絡先

部署名 都市整備部都市計画課 

担当者役職・氏名 技師 矢野公嗣 

電話番号 ０５６１－８８－２６６６ 

ＦＡＸ番号 ０５６１－８８－２７２４ 

メールアドレス tokei@city.seto.lg.jp 

○ 本事業への応募理由 

テーマ：県営菱野団地における持続可能な公共交通システムの整備 

全国各地の住宅団地では開発後３０年から４０年が経過し、高齢化が急速に進むこと

で日常生活に必要な移動手段の確保という課題を抱え、地域が主体となり持続可能な運行

を可能とする「地域主導型交通」に取り組んでいる事例が見られます。 

今回応募する県営菱野団地も同様で、高齢化率は瀬戸市全体の高齢化率を上回ってお

り、菱野団地内には交通空白地域も存在し、輸送サービスの確保が課題となっています。

そのため、菱野団地内に限った生活交通の確保の観点から、菱野団地中心部を運行してい

る名鉄バスへの乗り継ぎや団地中心部付近への通所、買い物など、住民の移動手段の確保

を目的とした「地域主導型交通」（地域住民が自ら運行主体となって地域内のみの移動手

段を確保する交通）の社会実験を平成２９年度に瀬戸市独自で実施する予定をしていま

す。しかしながら、人口が減少、高齢化する社会情勢下においても運転手を常に確保する

こと、運行経費を可能な限り縮減することなど 持続可能な公共交通システムを確立して

いくことが必要です。 

そこで、瀬戸市における日常生活に必要な移動手段の確保という課題解決に向け、既

に名鉄バスやタクシー部会等の交通事業者や自治会等地域住民が一体となって社会実験

を行おうとしている体制のもと、持続可能な公共交通システムを確立していくために自動

走行実証推進事業へ応募するものです。 

別紙 
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なお、菱野団地は、瀬戸市の総合計画、都市計画マスタープランにおいて「地域拠点」

として位置付けられ、団地中心部にコンパクトに機能が集積し、住みやすく魅力的な地域

への再生に向け、平成２９年度から居住の好循環をもたらす施策や、公共交通をはじめと

する生活利便性の向上を図る様々な施策を実施していきます。短期的にも、全国に先駆け

となる自動走行実証実験を実施することで菱野団地のまちの魅力が高まり、地域の再生へ

の取組みの加速化にもつながるものと考えています。 

○ 実証実験実施場所、ルートの詳細 

  菱野団地八幡台団地地区 

１ ルート（起点→終点） 

  八幡台外周道路循環ルート 名鉄バス停留所（バス広場）「八幡台西」→「八幡台西」 

２ ルート（地図） 

循環ルート 
約２．８ｋｍ 

菱野団地 

名鉄バス路線 

車両発着場所 

名鉄バス停留所 

(バス広場) 

「八幡台西」付近 
商業施設 
医療施設 
ＮＰＯ 
公共施設

中心部

この地図は、国土地理院の地理院地図を使用したものである。 
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３ 地理条件（既存のバスルートの有無、運行本数や地域の状況等を記入） 

⑴ 既存のバスルート 有 

 菱野団地中心部には、名鉄バスが運行する東山線・瀬戸循環線が運行しており、菱野

団地から名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅方面（ピーク時４便運行）や藤が丘、名鉄バスセンター

方面（１時間に１本程度）へ接続し、年間約２３万人の利用があります。 

⑵ 地域の状況 

 菱野団地は周辺より一段高い丘陵地の上に位置し、中心地区には商店街などの商業施

設、ＮＰＯ、公共施設が立地しており、その周りに３つの住宅団地（八幡台、原山台、

萩山台）があります。 

４ 道路条件（募集要項も参照のこと） 

項目名 内容 

路線距離 １周約２．８キロ 

車線数 片側１車線（中央分離帯なし） 

道路構造 歩車分離（歩道：マウントアップ式）、縦断勾配は０～３％程度 

道路種別 市道八幡線及び市道八幡台１号線 

トンネル、踏切 ともに無し 

交通量 住宅団地内における日中の通過交通及び交通量は少ない 

交差点 全ての交差点がＴ字交差、信号なし 

起点・終点 起点：名鉄バス停留所（バス広場）「八幡台西」 

終点：同上 

駐停車場所、モニター調査実施場所の確保可能（公民館や

自治会集会所を想定） 

その他特記事項 近隣に学校があり、児童の登下校ルートあり 

八幡台外周道路 速度制限３０キロ 
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５ 写真 

（１）道路の様子（主要地点数カ所） 

   市道八幡台１号線（八幡台外周道路） 

   市道八幡線 

市道八幡台１号線、市道八幡線接続道路 

Googleストリートビュー 
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（２）起点、終点場所（名鉄バス停留所（バス広場）「八幡台西」） 

Googleストリートビュー

（３）車両待機場所（起点・終点場所と異なる場合） 

  － 

６ 高精度３Ｄマップの有無 

  無 

７ 貴自治体における自動走行に関連した独自の取組（実績、平成２９年度の予定・予算措

置状況等） 

  － 

８ その他参考資料 

  平成２９年度 菱野団地内における地域主導型コミュニティ交通社会実験を実施予定 

 団地内に限った生活交通確保の観点から、団地中心部を運行している名鉄バスへの乗り

継ぎや団地中心部付近への通所、買い物など、住民の移動手段の確保を目的とした「地域

主導型交通」（地域住民が自ら運行主体となって地域内のみの移動手段を確保する交通）の

社会実験を平成２９年度に瀬戸市独自（瀬戸市地域公共交通会議及びコミュニティ交通菱

野団地運営協議会）で実施予定です。（参考資料参照） 
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